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利用するには?

ムム   かか

ログラム

野鳥の

インストラクター

を育てたい 1

全□各地でPォ3催 されている講習会で

は、テキストの活用方法や指導法な

どを、模擬体験を通して学′Sヾ ことが

できますと詳しい講習会情報は、ホー

ムページに掲載しています。

アメリカ人と日本人は烏に対する接し方、感じ方が違うのかもしれま

せん。日本の多くの子どもたちは、夏になると蝉採りなど昆虫採集を

楽しみます。しかし、アメリカでは、そうでもありません。「Bird

Fesjval」 と名づけられた学校の文化祭や地城のお祭り、ユヒアメリカ

全上で6万人以上の人たちが一斉に野烏の数をカウントする「クリス

マス・バードカウント (CBC)」 など鳥をテーマとした様々なイベン

トが、アメリカ各地で開催されています。このような背景もあって、

アメリカ各州では烏をテーマとした様々な環境教育プログラムが開発

されています。

プロジェクト・フイルド鳥編は、アメリカ・ペンシルヴェニア州

で開発された鳥のさえずリプログラム「Pennsyivania Songbirds」

や、Project WiLD本 部 (全米野生生物協会 AN )ヽがアメリカで

普及している鳥のプログラム「Fり ing WiLD」 をもとに、より楽しい

イ史いやすいプログラムとなるよう、必要と感じたものは大きく内容を

変えて、日本十反を作り上げました。まったく新しいプログラム (日 本

オリジナル)も いくつか入っています。題材となる鳥たちは、ほぼす

べて日本で見られる鳥たちに置き換えました。

烏は、北極から南極まで地球上の至る所に生怠しています。また、

多くの種が毎年長距離の波りを行い、さらに多くの鳥が不規則な短距

離の移動を行っています。その生態は非常に興口木深く、学びを添める

ほどに新しい疑間がどんどん沸き起こり、その魅

力に引き込まれていきます。

どうぞプロジェクト・フイルド鳥編のアイ

ディアを活用してください 1いつも何気な

く見ている鳥たちが、まったく違って見える

かもしれませんよ !

日本代表⊃―ディネーター

川原洋(ひろ)

お問い合わせ先

(―財)公園財団 プロジェクト・ワイルド事務局 TEL03(6674)1188
〒112-0014東京都文京区関口1… 4フ 12江戸lH橋どル2階

電子メージレアドレス:proiectwitd@prtt orJp
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全国で指導1者 が活動 しており、
ニーズに合わせて、学校、企業、

襲龍「E督撃躍創:冨

務局までご相談(ださいi

,× プロジェクト・フイルドでは、ひとつの活動をアクティビティと呼んでいます。
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プロジェク ト・ワイル ドは、瞬 艤 における対 痛艇

響 において環境省、国土交通省から認定されていまず。

※人材認定事業とは、環境の保全に関する「指導者を育成する表業」または
「指導者を認定する事業」をす旨し、馴8年 1月現在、組訓本が登録さ才Lて います。

情報発信中 !

プロジェクト・ワイルド

ホームページや Facebookで

(2018年 3月 )
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多様で、多角的な
Pοケ″タテ′ アクティビティ
鳥のからだの しくみ、生態、文化、保全な

ど、 さまざまな角度から鳥について学び、

その魅力を発見できます

ス の紹 介

イラス トや

写真も豊富で

オールカラー !

無盈[1つ

Pοゲηテク
誰でも参力8で きる

体験型学習 Pοゲ″J
活用の機会が広がる

汎用性

幼稚園での遊びや学校での授業、野外活動、

観察会、企業の環境研修 など、 さまざまな場

面で活用できます

ゼ 鳥と塗心る
鳥 と人
Biras and people
鳥と人のつながりを、言葉や美術、給餌などの視点か

ら考えまi

観 る、調べ る
Vatch&Research
自然の中の野鳥を観察し、目的を決妙て調査をおこ

なうた妙の技術と手法を身につけま丸

鳥たちに迫 る危機
Crisis for Birds

環境問題や自然環境の変化が鳥たちに与えている影

響を具体的に考えます。

鳥②余共

.3.復請卜よう
鳥と共存していくために、自分たちができることを
考え、行動を起こします。

戸

テ どもから大人 まで誰

もが参力8し ながら、体

験的かつ段階的に学ぶ

ことができます

This is

“Active Learning".

rキ ト £健親し蝕

l まュ鬼d急しくみ
鳥のからだのしくみを部位別に取,上 1大 その驚くベ

さ機能を学びます。

2 特徴的な行動
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Characteristic Behavior
さえず)や巣づく,な ど、鳥ならではの行動を、その

裏に隠された理由などとともに探 ,ま す。
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鳥の生息環境へのさまざまな影響と、その中で生さ抜
くための鳥たちの知恵や行動を学びま坑

渡 ,
Migration
鳥が渡る理由を考え、さまざまなハードルを克服して
ヽヽく渡少を体験 します。

JL

4

主な

内容

※プロジェクト・フィルドでは、ひとつの活動をアクティビティと呼んでいます。




